














要     約:専門職のいない場合の助産婦の母子保健指導事業における有効活用を明らかに

するために、助産婦基礎教育の科目「地域母子保健」の実態調査と、福岡県下の助産婦学

校教員、保健所・市町村助産婦及び開業助産婦に対する聞き取り調査を行った。

  実態調査の結果から「地域母子保健」の講義時間は指定規則に準じており、また実習形

態は保健所と市町村を組み合わせた方法や病院実習の継続、助産所等で行われていた。講

義内容では、取り上げている順に多い方からみると「A母子保健体系」、  「E 母子に関す

る活動方法」、  「B 母子保健に関する保健・医療・福祉のしくみ」、  「C 母子保健指導

方法」、  「D 母子保健指導の知識・技術」であった。保健婦教育では、A>C>D>B>E の順で

あり、この点が助産婦教育と保健婦教育との違いを表す部分であった。これらのことから

助産婦の場合は、母性及び乳幼児に対してより専門的・個別的な診断やケアが出来るよう

に教育されていることがわかった。そこで、保健婦活動が量、質ともに高齢化社会への対

応が求められている現状においては、母子専門家として地域で助産婦を活用することは、

母子保健二一ドに対応出来る有効な方法と考える。


